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研究成果の概要（和文）：本研究は、チーム成員がプロアクティビティを獲得し、育成、強化していくメカニズ
ムを明らかにするとともに、所属する職務チームのチームワークや規範等の心理学的全体特性の創発－変動のプ
ロセスを検討して、組織の硬直化現象を克服するための活性化方略の開発へと結びつけることを目指した。最初
にプロアクティビティの明確な概念定義と測定手法を開発したのち、質問紙調査法を基軸に実証活動を進めた。
その結果、チーム・コミュニケーションの活性化は、成員のプロアクティビティを高めること、目標共有がチー
ムの心理的安全性の醸成に有効であること、そして心理的安全性はチーム力を促進すること等を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the mechanisms by which team members acquire, 
develop, and strengthen proactivities, to examine the emergence-variation process of overall 
psychological characteristics such as teamwork and norms of their work teams, and to develop 
activation strategies to overcome the phenomenon of organizational rigidity. After developing a 
clear conceptual definition and measurement method for proactivity initially, we proceeded with 
empirical activities based on a questionnaire-based survey method. As a result, we found that 
activation of team communication increases pro-activity among team members, that shared goals are 
effective in fostering psychological safety in teams, and that psychological safety promotes team 
dynamics.

研究分野：社会心理学

キーワード： proactivity　team process　team management　team development　group dynamics

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
将来を展望し、より望ましい将来の実現に向けて自律的に変化を作り出し行動するプロアクティビティは、どの
ようにして醸成され、強化されるのかについての学術的研究は緒に就いたばかりである。チームレベルに働きか
けるチーミングによるプロアクティビティ醸成を検討するアプローチは、チーム・ダイナミクス研究およびコン
ピテンシー開発研究の将来を切り開く取り組みであり、学術的意義は高い。また、プロアクティビティの醸成・
強化方略を検討することは、多様に変動する社会環境にあって、それに適応する組織改革や新規課題に挑戦する
指向性の育成方略開発に有益な知見をもたらすことが期待され、社会的意義の高い取り組みと言えるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、大きく２つの問題意識に基づきながら、それらを連関させる理論的枠組みを構成し
て計画した。第１の問題意識は、組織現場で働く人々に受け身で消極的な態度が蔓延していて、
挑戦的で革新的な能動的態度が希薄になっている現状への危機感から生まれた。この沈滞する
状況を打破して創造的な革新へと導くひとつの鍵として、本研究は、将来を展望し、より望まし
い将来の実現に向けて自律的に変化を作り出し行動する指向性を意味するプロアクティビティ
(proactivity)を育む取り組みの重要性に着目した。 
第２の問題意識は、プロアクティビティを育む取り組みとして、単なる作業集団からチームと
して機能するように改善を図るチーミング(teaming)が効果的である可能性への関心から生まれ
た。各個人に働きかける取り組み以上に、チーム全体に働きかけるチーミングは、成員間の相互
作用によって創発される集団の全体的な心理学的特性が果たす機能に優れていると期待される。
このチーミング・プロセスを科学的に明らかにすることは、グループ・ダイナミックスの中核的
課題であり、チーム・サイエンスの先駆的取り組みとしての学術的重要性にも注目した。 
この２つの問題意識は、組織現場でプロアクティビティを高める取り組みをチーム単位で実
践して、その効果性を検証する研究計画に結びついた。まず、組織成員のプロアクティビティの
向上に有効な諸変数を同定する。次に、それらの各変数を刺激して活性化する方策を企画し、そ
うした方策をチームレベルで実践する。そして、実践の前後で成員のプロアクティビティの程度
を客観的に測定して比較検討することで、成員のプロアクティビティを育み強化するチーム・プ
ロセスの様相を明らかにしていく道が開ける。２つの問題意識を連関させることで、新たな研究
の枠組みを構成することになり、それぞれの問題意識への答えを得ることにつながることが期
待された。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の 3点に整理できる。 
（1）組織成員がプロアクティビティ（将来を展望し、より望ましい将来の実現に向けて自律的
に変化を作り出し行動する指向性）を獲得し、育成、強化していくメカニズムを明らかに
すること。 

（2）所属する職務チームのチームワークや規範等の心理学的全体特性の創発－変動のプロセス
と、成員のプロアクティビティの獲得－育成－強化の関係性を明らかにすること。 

（3）サイロ化や前例・慣例への拘泥等の組織の硬直化現象を克服するための活性化方略として
チームの心理的安全性を高める方略の開発へと結びつけること。 

 なお、上記（1）と関連して、プロアクティビティの明確な概念定義と客観的把握手法の開発
も大切な目的の一つとした。プロアクティビティは、革新的で創造的な組織活動を促進するコン
ピテンシーのひとつとして注目されているものの、その概念や測定方法については曖昧さが残
っており、実証科学的研究を進めるにはこの課題を克服することが不可欠であると考えられた。 
 また、上記（3）に関しては、新型コロナウイルスによるパンデミックが繰り返し発生した状
況のもとで、チーム・コミュニケーションのオンライン化が急速に進んだことの影響を視野に入
れつつ、特に心理的安全性に焦点を当て、その醸成と向上につながる方略を中心に検討した。 
本研究における実証活動は、企業の技術開発・製品開発現場のチームを対象として行動観察な
らびに現場実験を行うとともに、企業・官公庁の多様な組織を対象とする調査研究で構成した。
個人の能力と組織やチームの心理学的全体特性の相互作用過程を検討するマイクロ・マクロ・ダ
イナミズムの視野に立った社会心理学的アプローチを基盤に、そこで得られる学術的知見を、組
織現場の重要課題を解決するマネジメント方略の開発に生かすプリスクプリティブな取り組み
に挑戦した。 
 
３．研究の方法 
本研究では大きく 3つの方法論的アプローチをとった。 
（1）チームを組んで職務に取り組む企業組織の現場をフィールドに、チーム活動を長期にわた
って追跡しながら、行動観察、インタビュー、質問紙調査を実施して、チーム成員のプロアクテ
ィビティおよびチーム・プロセス、チーム・パフォーマンスの時系列的変動の様相を分析するア
プローチ 
（2）成員のプロアクティビティを向上させるのに効果的であると考えられる方略と具体的施策
を開発し、その実施効果を組織現場で検証するアプローチ。組織現場との協働によって成員・チ
ームのプロアクティビティ向上を引き出す施策を検討、開発した。施策を実施する期間を現場の
状況を考慮して 6ヶ月設定し、開始時点における成員特性（プロアクティビティ、ワークエンゲ
ージメント等）、チーム特性（チームワーク、チーム規範、チームの心理的安全生等）を測定し、
施策実施期間終了後にもう一度同じ変数の測定を行い、施策実施による効果を検証した。 
（3）オンライン・ミーティング・システムを活用した実験実的手法によって、チーム・コミュ
ニケーションにオンライン・ツール（Zoom や MS-Teams 等）を取り入れることが、チーム成員の



プロアクティビティや発言行動、チームの意思決定やパフォーマンスに与える影響性を検討す
るアプローチ 
 なお、当初の研究計画では、小集団を対象とする実験室実験を行って、変数間の理論的関係性
を検討するアプローチを構想していたが、計画 2年目の春先から計画 3年目末まで、ほぼ２年間
にわたって、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、複数の研究協力者達を密接な距離の閉鎖環
境におくことになる実験室実験は実施が困難になった。この事態を受けて、研究期間を半年延長
する計画変更を行い、変数間の理論的関係性を緻密に検討する実験室実験は、上記（3）のアプ
ローチによって実施した。 
 
４．研究成果 
本研究において行った実証的研究の具体的成果はそれぞれ以下のように整理できる。いずれ
の研究もその成果は、国内・国際学会で発表し、論文にまとめ学会誌に投稿し、いくつかは掲載
決定・公刊に至っている。 
（1）チーム活動を主体に行っている組織現場をフィールドにして行動観察、インタビュー、質
問紙調査を行って、プロアクティビティを測定する指標を開発するとともに、他の多様なチーム
特性の測定指標と合わせて測定を行い、プロアクティビティを取り巻くチーム・ダイナミクスの
様相を明らかにする時系列的分析 
 製造業、鉄道運輸業、医療看護、消防・救急救命、司法等の組織に研究協力を仰ぎ、チーム活
動や成員間コミュニケーション、連携活動の様子を中心に行動観察とインタビューを行い、その
結果に基づいてプロアクティビティに関する質問項目を構成して質問紙調査を行った。その際、
チームワーク、リーダーシップ、プロアクティビティ、組織風土、変革指向性、ワーク・エンゲ
ージメント、コンプライアンス意識等の測定指標と組み合わせた質問紙を構成した。この質問紙
調査は、業種を超えて多様な組織における 811 チームを対象にして実施し、測定された変数の関
係性を検討した。分析の結果、成員のプロアクティビティは、管理者・リーダーのリーダーシッ
プ、組織風土、チーム・コミュニケーションの各変数との関係性が高いことが明らかになった。 
 さらに、開発した調査項目の精緻化を行って、リーダーシップ、チームワーク、コンピテンシ
ー、目標達成指向性、新規課題指向性等を組み合わせてチーム力の測定指標の開発を行った。こ
の測定指標は、本研究における質問紙調査による実証活動の柱となった。 
 
（2）企業現場の職務遂行チームを対象にした 6ヶ月に渡るプロアクティビティ活性化活動が、
チーム成員の特性およびチーム特性に及ぼした影響の様相の検証 
研究協力企業における製品開発チームと技術開発チーム合計 61チームを対象にして、2019 年
6 月にプロアクティブ行動、チームワーク、リーダーシップ、組織風土、新規課題への挑戦、相
互協力、心理的安全性等について質問紙調査を行って測定した（取り組み前段階―ベースライ
ン）。この中から 8 チームをピックアップして、7 月から 12 月までの期間、「プロアクティブ推
進活動」と称して、週に 1回の定例チーム・ダイアローグ活動、管理者と成員のワン・オン・ワ
ン・ミーティング、感謝ミーティング、他組織との交流等のチーム・イベントの施策を実施した。
期間終了後、2020 年 1 月に再度、前回と同様の質問紙調査を行って、その結果と 6 ヶ月前の調
査結果とを比較して、プロアクティビティ活性化の取り組みが、新規課題や目標達成に取り組む
チーム力や、将来の展望やチーム変革を
指向するチームのプロアクティビティ
に促進的な影響を及ぼしていたことを
明らかにした（Fig.1 参照） 
さらに詳細にデータ解析を進めたと
ころ、チームの管理者・リーダーのリー
ダシップに関して、取り組みを行わなか
ったチームでは特段の変化は見られな
かったのに対して、6ヶ月間の取り組み
によって、「課題達成」、「対人関係維持」、
「変革指向」の 3側面でポジティブな変
化が見られたことが明らかになった。ま
た、チームの心理的安全性については、
取り組みを行わなかったチームでは、6
ヶ月間の取り組みの期間中に低下したのに対して、取り組みを行った 8 チームでは逆に上昇し
たことも明らかになった。 
本研究の成果は研究協力組織の現場にフィードバックして、効果を相互確認するとともに、そ
の後の組織的な自律的取り組みにつなげていく働きかけにつなげた。その結果、当該組織では、
新たに対象チームを選定して同様の取り組みを継続することを計画するに至った。これによっ
て、本研究が目的とする「学術的知見を組織現場の重要課題を解決するマネジメント方略の開発
に生かすプリスクプリティブな取り組み」を実践することができた。また、学術的な成果につい
ては、Arts, Humanities, Social Sciences and Education Conference および日本社会心理学
会、日本グループ・ダイナミックス学会で発表するとともに、論文投稿を行い、採択され、公刊
された。 

Fig.1 各施策が効果をもたらしたチーム特性変数の関係性 

【実施した施策】 



 
（3）チームおよび成員のプロアクティビティ向上に有効なリーダーシップ行動の検討 
運輸業組織の研究協力のもと、インタビューと行動観察を行って、その分析結果に基づく質問
紙を構成した。質問紙を構成した内容は、成員レベル変数として、プロアクティブ行動（新規課
題挑戦、将来展望）、コンピテンシー、ワーク・エンゲージメント、倫理観等で構成した。また、
組織レベル変数として、組織風土（革新性、事なかれ主義、上意下達等）、チームワーク（目標
共有、内部連携、他チームとの連携等）、リーダーシップ（課題達成指向、ビジョン変革型、コ
ーチング等）で構成した。 

協力組織における 169 チームのリーダー
を対象に、2019 年 8 月に第 1 回目の質問紙
調査を行い、翌 9 月リーダーシップ強化取
り組みを実施し、10 月に第 2 回目の調査を
行った。そして、第 2回目の調査では、それ
ぞれのチーム成員（962 名）にも質問紙調査
を行った。チーム・リーダーの変化の様相と
チーム成員の認知・評価との対応を分析し
た結果、リーダーのビジョン変革型行動や
倫理行動の変化（向上）と部下のプロアクテ
ィブ行動（新規課題挑戦）の関連性が強まっ
ていたことが明らかになった。また、リーダ

ーのリーダーシップが目標共有につながり、それが成員間の心理的安全性を高め、最終的に目標
達成や新規課題挑戦に結びつくことも明らかになった（Fig.2）。 
この研究成果は、1企業の中の 169 チームを対象としているものであって一般化には慎重でな
ければならないが、チーム成員のプロアクティブ行動やチームワークに関連する変動とリーダ
ー行動との詳細な関連性を示唆する結果となった。この研究結果は、日本社会心理学会、産業・
組織心理学会では発表して、種々の意見交換を行って、さらなる研究の基盤を整備することにつ
ながった。 
 
（4）チームの心理的安全性とメンバーのプロアクティビティの関係性に関する検討 
チーム成員のプロアクティビティを向上へと導く変数として、チームの心理的安全性に注目
した。心理的安全性は、自分の発言に対する他のメンバーからの批判や攻撃を恐れたり心配した
りする必要はないという確信がチーム全体で共有されている状態を意味する概念である。すな
わち、挑戦的な発想や創造的で革新的なアイディアをチームで積極的に発言することを後押し
する組織風土であり、将来を展望して自由に新しい発想で仕事に取り組むことを可能にするも
のとして心理的安全性に注目した。 
  2019 年 12 月にチーム活動が業務遂行の主体であるシステム・エンジニアリング組織の成員
423 名を対象として質問紙調査を行った。その結果を詳細に分析したところ、職場の革新風土が
心理的安全性にポジティブな影響を及ぼし、
心理的安全性はチーム力の 3 因子（目標共
有、相互協力、コミュニケーション）の全て
に促進的な影響を及ぼしていることが明ら
かになった（Fig.3）。 
心理的安全性の必要性、重要性について
は、理論的観点に立つ主張が主流を占めてい
るが、本研究の結果は、組織現場の実践的活
動において心理的安全性の持つ効果を実証
するものとなった。チーム力を高める組織開
発を検討するうえで、重要な示唆をもたらす
研究知見といえるだろう。 
 
（5）オンライン・ミーティングの導入が、チーム・コミュニケーションとメンバーのプロアク
ティビティや心理的紐帯の認知に及ぼす影響の検討 
 2020 年春からは、コロナ禍の影響で、日本中のほとんどの組織で、出社して対面状況でチー
ム活動を行うことが難しくなった。そうした困難な状況に対応して、業態的に在宅勤務でも職務
遂行が可能な組織では、オンライン・ツールを活用してコミュニケーションをとりながらチーム
活動を行うところが急速に増加した。オンライン・コミュニケーションを基軸とするチーム活動
は、成員から、出勤・退勤の時間や心身の負担から解放されるメリットを指摘する声と同時に、
疎外感や孤独感、不安といった心理的紐帯の脆弱化を指摘する声も聞かれるようになった。この
問題はプロアクティビティや心理的安全性をはじめとするチーム特性の各側面にも影響するこ
とが考えられた。こうした観点から、本研究では、チーム・コミュニケーションにオンライン・
コミュニケーションが占める程度の高低によって、成員のプロアクティブ行動やチームの心理
的安全性、管理者のリーダー行動、チーム・レベルの革新指向性等に、いかなる違いがあるかを、
質問紙調査を行って検討した。 

Fig.2 チーム・リーダーの変化の様相とチーム成員の認知・
評価との対応 

Fig.3 チームの心理的安全性とチーム力の関係性 

 



 その結果、オンライン・コミュニケーションの活用は、チームワークの悪化をもたらすことは
なく、ほとんど変化は見られなかったことがわかった。むしろ緊急事態宣言直後のデータに絞っ
て関係性を吟味してみると、オンライン・テクノロジーを活用してテレワークを行っているチー
ムほどチームワークやチーム・パフォーマンスが良好であるという関係性が見られた。この結果
は、チームのバーチャリティが高まることが、成員のプロアクティビティーやチームレベルの各
種特性に及ぼす影響について、より詳細に検討する必要性を示唆するものといえる。現実の社会
環境は、コロナ禍という難局を迎えた局面からオンライン・コミュニケーションの急速な普及と
いう局面へと変動している。その変動に対応してチーム活動と成員たちの行動と心理がいかな
る変化を示しているか、社会心理学的な研究課題は長期的展望に立つものとなっている。 
 これらの研究の成果は、論文に取りまとめて「産業・組織心理学研究」、「社会心理学研究」等
の学会機関誌に投稿し、採択され、公刊された。また、国内外の学会で研究発表を行い、第 18
回ヨーロッパ心理学会議（The 18th European Congress of Psychology at Brighton, U.K.）で
発表することも決まっている。 
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